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２０２６年２月 

Ｎｏ．２３９ 

 

  

今月の休館日（    印） 

２ 月 
開館時間 ９：００～１８：００ 

日 月 火 水 木 金 土 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ 

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ 

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ 

※２８日（土）は、館内整理のため休館です。  

☆２月のおはなし会☆  

●おはなしポケット● 
２月１４日（土）１１時 

場所：有明図書館 絵本コーナー 

  

●おはなしのじかん 

  ２月２１日（土）１１時 

  場所：有明図書館 絵本コーナー 

  ※２月は第３土曜日に開催します。 

  

 

除籍雑誌配布  
保存期間が過ぎた雑誌を市民の皆様へ 

配布します。 

●２月２２日（日）・２３日（月・祝） 

●有明文化会館 １階ロビー（図書館入り口前） 

●おひとり５冊まで 

キッズクラフト講座 

発泡スチロールボールやモールなどを使って、 

ひなまつりにぴったりのひなかざりを作ってみませんか？ 

 

●日 時：２月２３日（月・祝） １０時 

●場 所：有明総合文化会館 視聴覚室 

●対 象：小学生・中学生 

     （幼児は、保護者同伴であれば参加可） 

●定 員：１０人（申込制） 

●参加費：２００円 

●持ってくるもの：はさみ、両面テープ、セロテープ、 

        油性の色ペン（各色） 

参加したい人は、電話または 

図書館カウンターにて 

申し込みをしてください。 

芥川賞・直木賞受賞作発表！ 
 １月１４日に、第１７４回芥川賞・直木賞の受賞作が

発表されました。受賞作と、受賞された作者の著書を

集めていますので、ぜひ、手に取ってみてください。 

← 『時の家』 鳥山 まこと／著（講談社） 

 青年は描く。その家の床を、柱を、天井を、 

タイルを、壁を、そこに刻まれた記憶を。 

目を凝らせば無数の細部が浮かび、手を 

かざせば塗り重ねられた厚みが胸を突く。 

ある家の記憶を紡いだ小説。 

『叫び』 畠山 丑雄／著（新潮社） → 

早野ひかるは「先生」に打ちのめされ、 

銅鐸と土地の来歴を学ぶ。かつてここに 

は、満州に渡って「陛下への花束」を編み、 

紀元２６００年記念万博を楽しみにしていた 

青年がいた…。恋愛政治小説。 

← 『カフェーの帰り道』 

嶋津 輝／著（東京創元社） 

流行りに乗り切れない、長閑な「カ 

フェー西行」で女給たちは朗らかに働

いた。時代を映す鏡であった仕事「女

給」を通し、大正から昭和を生きた市井

の人生を描き出す。 

 



ホームページからも本の検索ができます。必要事項を登録していただければ、貸出中の本にご自宅のパソコン・ 

携帯電話などから予約ができる『Ｗｅｂ予約』サービスもしております。お知らせ等も掲載しておりますので、 

ぜひご活用ください。 

島原図書館・有明図書館のホームページアドレス https://www.shimabara-city-libraries.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 読書の本  

『みんなでつくる「読書バリアフリー」』 

成松 一郎／著（河出書房新社） 

  さまざまな理由から読書にバリア、壁を感じる 

人たちがいます。障害のある人や、外国にルーツ 

のある人へのインタビューを通して、「読書バリ 

アフリー」の必要性・重要性を学び、どんな取り 

組みが可能なのかを考えましょう。また、これま 

での困りごとが ICT 技術や AI 技術の活用によっ 

て解消できる可能性も紹介します。 

 よみもの  

『かいけつゾロリニセゾロリあらわる!!』 

原 ゆたか／作・絵（ポプラ社） 

         いつものように旅をしていたゾロリ、イシシ、

ノシシは、突然、檻に閉じ込められ、そのまま、

どうぶつ警察署に連れていかれました。どうや

ら、ゾロリたちそっくりの３人組のしわざのよう

です。そして、「２代目かいけつゾロリを継ぐ」と

いうニセゾロリたちは、スケールの大きないたず

らをはじめ、町は大パニックに…。 

 

 えほん  

『ノラネコぐんだんはるなつあきふゆ』 

工藤 ノリコ／原作、みすみ ともこ／ミニチュア制作（白泉社） 

           新しい年のはじまり「1 月」。1 日は、み

んなで仲良くおせちをいただきます。「2 月」

は、節分。豆をまいて、こわい鬼さんを追い

払いましょう。「3 月」は･･･。季節の行事や、

あそび、食べもの、草花、生き物などを、ノ

ラネコぐんだんのかわいい写真やイラスト

とともに紹介します。 

 小 説  

『八州の風手控え帳』あさの あつこ／著（文藝春秋） 

「八州廻り」と呼ばれる関東取締出役の任に 

就く一柳直四郎。争いごとを嫌い、甘い饅頭を 

愛する若き役人の一番の楽しみは、村々を歩き、 

日記をつけること。だが、林で首吊り死体が 

見つかり…。 

 

 小 説  

『灰は灰 新宿探偵鬼束啓一郎』香納 諒一 ／著（光文社） 

定年退職を待たずに警察を辞め、新宿界隈 

で探偵稼業に勤しむ鬼束。あるヤクザの馴染 

みの女性の不審な死、バーで出会った男の 

失踪とその行方…。街を歩けば厄介な依頼が 

舞い込み―。 

 

 伝記の本  

『太閤記解剖図鑑』柴 裕之／監修（エクスナレッジ） 

         江戸時代初期に豊臣秀吉の生涯を記した「太閤

記」で広まった秀吉のイメージは、現在の秀吉像

に大きく影響している。太閤記の秀吉像と、現在

研究を通じてわかってきている秀吉の実像を比

べながらみていく。 

 

 料理の本  

『世界一美味しくて健康的なズボラ飯』 

はらぺこグリズリー／著（ＫＡＤＯＫＡＷＡ） 

定番の人気料理、一皿で満足ごはん、ボリュ 

ームたっぷりな一品…。ごく普通の調味料を 

使った、塩分 2.5g 以下・脂質 20g 以下のレシ 

ピを、間違えずに作れる工程写真で紹介します。 

 

一 般 書 児 童 書 

一 般 書 

・人生訓の本『新人生はニャンとかなる！』水野 敬也／著（文響社） 

・手芸の本『一生使い続けたい！バッグの基礎＆応用ＢＯＯＫ』主婦と生活社／編（主婦と生活社） 

児 童 書 

・国語の本『気持ちが伝わる手紙の書き方・出し方』青山 由紀／監修（岩崎書店） 

・えほん『世界一のワルい子ゴードン』アレックス・ラティマー／作（小学館） 

 

         


